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テラヘルツ（THz）波を用いた生体関連試料の計測で

は、生体分子の機能性発現や高次構造などに関する

有用な情報取得が期待されており，現在積極的に研

究が行われている[1]。こうしたバイオセンシングに

おける、例えば生体サンプルの計測などにおいては、

サンプル採取時の人体への負担を極力少なくするこ

とは重要であり、微量サンプルでの高感度な計測が

求められている。我々のグループではこれまで、非線

形光学結晶上に微量液体などの試料導入用微小開口

構造や流路構造を作製し、その直下で局所的に THz

波を発生させ、試料と相互作用させることで微量溶

液の高感度な測定が行えることを示してきた[2]。し

かし、この測定方法では一定量の微量溶液の滴下が

困難な上、蒸発や気泡の混入の影響、測定手法の自由

度の欠如などにより簡便かつ高精度な定量測定が困

難であった。この解決策として前回、工業的にも広く

使われている PDMS(ポリジメチルシロキサン)を用

いた流路構造を試料導入用に使用する方法について

報告した[3]。今回、この系にさらにメタマテリアル

を導入することによる微量溶液測定の高感度化につ

いて試みた。 

Fig.1(a)は、今回構築した PDMSマイクロ流路一体型

THz チップの実験概略図である。PDMS フィルムを

用いたマイクロ流路と非線形結晶（GaAs）表面が対

向する形で貼り付けた（Fig.1(b)）。測定では、フェム

ト秒パルスレーザーを GaAsに照射し、非線形光学効

果により GaAs 表面近傍に局所発生した THz 波を流

路中の溶液と直接相互作用させ、その透過 THz光を

光伝導アンテナにより検出する。 

Fig.2 は、GaAs 基板表面に個数が５×５のメタマテ

リアルを形成し、その中心のメタアトム上の流路に

グルコースを注入した場合の透過率測定の結果であ

る。グルコース濃度が増えるしたがって、メタマテリ

アルの共振周波数が高周波側にシフトする様子が確

認できた。この PDMSを用いた場合の測定精度の評

価、およびメタマテリアル自体の構造や個数などを

変化させた場合の結果について報告する。 
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Fig.1(a) A schematic drawing of experimental setup, 

and (b) an optical image of the chip 
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Fig.2 THz transmittance spectra of glucose water 
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